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は じ め に

　国連は、教育は基本的な人権であり、人権促進のためのもっとも効果的なものの１つであると捉え、平成７

年（1995 年）からの 10年間を、「人権教育のための国連 10年」と定め、人権に関するグローバルな認識を高

め、普遍的な人権の文化を育成するため、人権教育推進の取組を行ってきました。この取組を引き継いだ「人

権教育のための世界計画」は、令和２年（2020 年）から「若者」を重点対象とした第４フェーズに入り、「持

続可能な開発目標（SDGs）」の目標と連携させることも盛り込まれました。

　わが国においても、平成 12年（2000 年）に制定された「人権教育及び啓発の推進に関する法律」第７条の

規定に基づき、「人権教育・啓発に関する基本計画」が平成 14年（2002 年）に閣議決定され、学校、家庭、地域、

職域その他様々な場を通じて、各種人権課題の解決に向けた施策が取り組まれているところです。

　また、平成 28年（2016 年）には、差別を解消するための３つの法律（「障害を理由とする差別の解消の推

進に関する法律」、「本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に向けた取組の推進に関する法律」、「部落

差別の解消の推進に関する法律」）が、翌平成 29年（2017 年）には、「義務教育の段階における普通教育に相

当する教育の機会の確保等に関する法律」（ただし、同法第４章は平成 28年から）が施行されるなど、人権教

育のさらなる推進が求められているところです。

　和歌山県教育委員会では、このような国内外の人権教育を取り巻く情勢を踏まえ、「和歌山県人権教育基本方

針」に基づき、人権教育の推進に努めており、研修会を充実させるだけでなく、「人権教育学習プラン」指導者

用資料集を刊行してまいりました。

　今年度は、実際の授業で活用できるよう、「人権教育リーダー養成講座」で取り組まれた８つの実践事例を掲

載した実践事例集を作成しました。各学校においては、これまで刊行してきた資料集と併せて活用され、学校

全体としての組織的、計画的な人権教育推進の取組に活かされることを期待しています。

　結びに、本実践事例集の発刊にあたり、御協力いただきました関係者各位に対して、厚くお礼申し上げます。

　　　令和２年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和歌山県教育庁生涯学習局

生涯学習課人権教育推進室長　山本　美博
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Ⅰ．活用にあたって





　人権教育の指導方法等の改善・充実
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Ⅱ．校内研修を積極的に進めるために



　①校内研修を進めるに当たってＱ＆Ａ
Ｑ：研修時間を確保するためにはどのようにしたらいいですか？

Ａ：まずは、研修を年間行事予定に組み込むことが大切です。
また、職員朝礼等の短い時間を利用した簡単な研修報告、個別の人権課題を取り上げた新聞記事や法改正

の通知等の紹介なども効果的に行うことが有効です。

Ｑ：研修内容はどのように選定したらよいのでしょうか？
Ａ：まずは、目的を明確にすることです。「課題を把握するため」「理解を深めるため」「課題を解決するため」

の３つの内容のどれに当たるのかを明らかにし、目的にあった研修内容を組み立てていく必要があります。

具体的には次のような内容が考えられます。

◦人権教育資料等の読み合わせ

◦研修報告

◦個別の人権課題を取り上げた新聞記事や法改正の通知等の情報提供

◦教職員自身の言動を振り返るチェックシートの実施

◦教室環境の整備など、校内環境づくりにおける配慮の確認　　　　　　　　等

◦ゲストティーチャーによる講話

◦啓発映画の視聴

◦地域や家庭への啓発の在り方の検討

◦教職員の人権意識の向上をねらいとしたチェックリストの作成　　　　　　等

◦人権教育全体計画、年間指導計画の見直し

◦人権教育学習単元の開発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

◦教科等の授業における人権教育の視点についての協議 · 交流

◦知識的側面、価値的 · 態度的側面、技能的側面に関するバランスを踏まえた指導に関する協議

◦協力的 · 参加的 · 体験的な学習の導入に関する協議　　　　　　　　　　　等

　職員朝礼や職員会議で

　現職教育で

　教科会 · 分掌会 · 学年会で

　授業研究会で
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Ｑ：なぜ、人権教育に関する研修をするのでしょうか？

Ａ：私たち教職員は、日々の教育活動をとおして、直接児童生徒とふれあいながら指導を行っています。児童
生徒にとって、教職員のふるまいや言動は人権教育の環境そのものです。そのふるまいや言動に、決めつ

けや偏見が潜んでいないか、教職員自らの人権意識を絶えず見つめ直す必要があります。

　　 そうしたことから教職員自らが人権に関する深い知的理解と、確かな人権感覚を身につけるために、繰り

返し研修を行うことが大切です。

Ｑ：研修の方法にはどのような方法がありますか？

Ａ：「講義型」「参加体験型」の大きく２つに分けられます。以下のような特徴がみられます。

Ｑ：「参加体験型」の研修ではどのようなことに気をつけたらいいでしょうか。

Ａ：どんなにすばらしいプログラムでも参加者に配慮しないで組み立てたものであれば、活発な意見が出てき
ません。その研修で参加者に何を考えてもらうのかというねらいがはっきりしていることが重要です。「楽

しかった」ということに留まらず、参加者にどのような学びを得てもらうのかということを大切にしてく

ださい。以下「参加体験型」の手法については、次のページを参考にしてください。

「講義型」

◦人権課題等専門的分野の知的理解と、問題解決への意欲を高めるためには、効果的、効率的である。

「参加体験型」

◦教える側、教えられる側という明確な区分がなく、参加者全員が、自分を振り返り、見つめ直しながら、

   それぞれの経験や知識を出し合う中で気づきを見つけていく。
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　 ②人権尊重の視点に立った学校づくり
　人権教育を推進する上で、もとより教育の場である学校が、人権が尊重され、安心して過ごせる場でなけれ

ばなりません。教職員は、教科等の指導、生徒指導、学級経営など、その教育活動の全体を通じて、人権尊重

の精神に立って学校づくりを進めていく必要があります。　

【参考】 人権尊重の視点に立った学校づくり

 

 

 

教科等指導

生徒指導

学級経営等

人権が尊重される学習活動づくり
一人一人が大切にされる授業

互いのよさや可能性を発揮できる取組

人権が尊重される環境づくり
安心して過ごせる学校・教室

人権が尊重される人間関係づくり
互いのよさや可能性を認め合える仲間

人権教育の指導方法等の在り方について［第三次とりまとめ］指導等の在り方編より一部抜粋

人権が尊重される
環境づくり

人権が尊重される
学習活動づくり

人権が尊重される
人間関係づくり

　学校全体の雰囲気は、教職員の日常的な言動の在り方や、教職員と子供、
子供同士の人間関係の在り方等によって形づくられます。また、人権尊重の
雰囲気を積極的に醸成するために、掲示等の校内環境づくり等の取組も大
切です。

　教職員は、児童生徒の発言や活動の様子を観察し、受容的・共感的な姿勢・
態度で接するとともに、児童生徒が有用感・成就感を実感できるよう、授業展
開を工夫することが求められます。 

　各教科等指導、生徒指導、学級経営等において受容的・共感的な人間関係
を育成することが大切です。特に、児童生徒が多くの時間を過ごすそれぞれ
の学級においては、自他のよさを認め合える人間関係を相互に形成してい
けるようにすることが重要です。 
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　 ③人権教育とその他の教育活動との関連

生徒指導
・人権尊重の視点に立って豊かな言語環境を整えるようにする。

・「自分の大切さとともに他の人の大切さを認める」人権尊重の視点に立った生徒指導が求めら

れる。

・「暴力は人権の侵害でもあり人権尊重の精神に反する」との認識を全教職員が共有した上で学

校における一致協力した取組が不可欠である。

・「児童生徒の基本的な人権や生き方を尊重した指導援助に努める」など、各学校の実態を踏ま

えて具体的な方針を明確にし、校内研修などで共有を図る。

・いじめに取り組む基本姿勢は、人権尊重の精神を貫いた教育活動を展開することである 。

・人権感覚を養うとともに、共同社会の一員であるという市民性意識と社会の形成者としての資

質を育成するための開発的・予防的な生徒指導がますます求められているといえる。

（｢生徒指導提要｣から一部抜粋）

特別活動
　集団や社会の形成者としての見方・考え方を働かせ,様々な集団活動に自主的,実践的に取り組

み,互いのよさや可能性を発揮しながら集団や自己の生活上の課題を解決することを通して,次

のとおり資質・能力を育成することを目指す。

(1)多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動を行う上で必要となることについて理

解し,行動の仕方を身に付けるようにする。

(2)集団や自己の生活,人間関係の課題を見いだし,解決するために話し合い,合意形成を図った

り,意思決定したりすることができるようにする。

(3)自主的,実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして,集団や社会における生活及び

人間関係をよりよく形成するとともに,自己の生き方についての考えを深め,自己実現を図ろ

うとする態度を養う。

（｢小学校学習指導要領 （平成 29 年告示）第 6 章 特別活動 第 1 目標｣から抜粋）
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総合的な学習の時間
　探究的な見方・考え方を働かせ,横断的・総合的な学習を行うことを通して,よ

りよく課題を解決し,自己の生き方を考えていくための資質・能力を次のとおり

育成することを目指す。

(1)探究的な学習の過程において,課題の解決に必要な知識及び技能を身に付

け,課題に関わる概念を形成し,探究的な学習のよさを理解するようにする。

(2)実社会や実生活の中から問いを見いだし,自分で課題を立て,情報を集め,整

理・分析して,まとめ・表現することができるようにする。

(3)探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに,互いのよさを生かしなが

ら,積極的に社会に参画しようとする態度を養う。

（｢中学校学習指導要領 （平成 29 年告示）第4章 総合的な学習の

時間 第 1 目標｣から抜粋）

道徳教育
　道徳教育を進めるに当たっては, ～（省略）～ 人権を尊重し差別のないよりよ

い社会を実現しようとする態度を養うこと ～（省略）～ に関する指導が適切に

行われるよう配慮すること。

（｢高等学校学習指導要領 （平成 30 年告示） 第 1 章 総則｣から一部抜粋）

キャリア教育
　高等学校段階においては、進路指導・キャリア教育の中で、人権に関わる教育

を積極的に組み入れていくことが重要となる。

（｢人権教育の指導方法等の在り方について

［第三次とりまとめ］｣から一部抜粋）

人
権
教
育
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   ④人権尊重の視点に立った学校づくりのためのチェックリスト

 【推進体制】

　各学校においては、教科指導、生徒指導、学級経営など、その活動の全体を通じて、人権尊重
の視点に立った学校づくりに努めていく必要があります。以下の点検項目を参考に、日頃の教育
活動について点検を行いましょう。
　
　点検基準　　A：十分　B：ほぼ十分　C：やや不十分　D：要改善

　人権尊重の視点に立った学校づくりの取組は、校長のリーダーシップのもと、教職員が一体となって組織的、

継続的に取り組む必要があります。

１－１　学校長を長とする人権教育推進のための校内組織を確立している。

１－２　全体計画・年間指導計画を作成し、それに基づいた取組をすすめている。

１－３　いじめ・不登校など児童生徒の人権にかかわる問題が発生したとき、学校全
体の課題として速やかに対応するための組織をつくっている。

１－４　配慮や支援を要する児童生徒への支援について、共通理解を図っている。

１－５　人権教育の取組の評価を行い、その成果と課題を次の計画や次年度に生かし
ている。

14



 【環境づくり】
　学校や学級は一人一人の大切さが認められ、安心して過ごせる場とならなければなりません。すべての教職

員が参画し環境整備に取り組む必要があります。

　教科等の指導においては、一人一人が大切にされる授業や互いのよさや可能性が発揮できる取組など、人権

が尊重される学習活動づくりに努めなければなりません。そのため、児童生徒一人一人の個性や教育的ニーズ

を把握し、学習意欲を高め、指導の充実を図っていく必要があります。

２－１　教職員一体となって、いじめを許さない態度を身に付けさせるための組織づ
くり、場の雰囲気づくりに取り組んでいる。

２－２　教職員間で自分の意見を自由に発言できる雰囲気がある。

２－３　人権への配慮に欠けた言動に気づいたとき、教職員間で指摘し合うことがで
きる。

２－４　学校のバリアフリー化に努めている。

２－５　個人情報の保護について教職員間の共通理解が図られている。

２－６　年齢や性差による固定的な役割分担がない。

３－１　児童生徒の学習意欲や習熟の度合いを把握し授業に生かしている。

３－２　一人一人が活躍する場や課題を工夫している。

３－３　協力して活動できる場を工夫し、互いのよさを認めあえるような場を設定し
ている。

 【教科等の指導】
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３－４　丁寧な言葉遣いをし、承認 · 賞賛 · 励ましの言葉をかけている。

３－５　学習内容が定着していない児童生徒や支援を必要とする児童生徒に適切な支
援を行っている。

　生徒指導、教育相談、進路指導においては、児童生徒の生活や学力、児童生徒の思いや保護者の願い、家庭

環境等についても十分把握し、一人一人を見つめ、課題を明らかにし、個に応じたきめ細かな指導を行う必要

があります。

４－１　一人一人の児童生徒の個性や抱える問題等を把握するための取組を日頃から
行っている。

４－２　児童生徒の問題行動等については、要因や背景を多面的に分析し、一人一人
の抱える問題等への理解を深めつつ適切な指導や支援を行っている。

４－３　児童生徒一人一人の自己実現に向け、必要な手立てや支援を講じている。

４－４　教育活動や日常生活の中で、一人一人の児童生徒の人権が尊重されているか
どうかを的確に判断し対処できている。

４－５　児童生徒が自他のよさを認め合える人間関係を形成していけるよう、適切な
指導や支援を行っている。

 【生徒指導、教育相談、進路指導】

　人権尊重の視点に立った学校づくりを進めていく上で、まず、教職員が人権尊重の理念について十分理解し、

互いの人権が尊重されているかを判断できる確かな人権感覚を身につける必要があります。

５－１　教職員の人権意識を高めるための研修を計画的に実施している。
 

 【教職員研修】
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　人権尊重の視点に立った学校づくりの取組は、家庭、地域、関係諸機関等の人々に支えられてこそ、その効

果が十分に発揮できます。日頃から家庭、地域、関係諸機関等と相互に情報を交換し合い、信頼関係を築いて

おく必要があります。

５－２　児童生徒の実態や課題について共通理解を図り、課題解決にむけて取り組む
ための研修を実施している。

５－３　校外の人権研修に積極的に参加している。

５－４　校外の人権研修に参加した成果を、他の教員に伝える機会を設けている。

５－５　教職員の間で人権教育の実践の交流 · 評価が行われている。

６－１　日々の児童生徒の様子や活動などを校外に発信するとともに、保護者や地域
の声を受け止める双方向の関係になっている。

６－２　保護者が教職員に児童生徒のことを何でも相談できる雰囲気がある。

６－３　様々な機会をとらえて、家庭や地域の要望や児童生徒の実態を的確に把握し、
教育活動に反映している。

６－４　校種間の連携の場を設定している。

６－５　人権教育の充実を図るため、校外の人材を積極的に活用している。

 【家庭 · 地域 · 関係諸機関等との連携】
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  ⑤人権を尊重した授業づくりのためのチェックリスト

内　　　　　　　容 チェック

授
業
の
計
画

1 児童生徒の発達段階を踏まえた単元目標及び次目標を設定しているか。

2 単元目標及び次目標を達成できる学習内容になっているか。

3 児童生徒のつまずきや授業に期待していることを把握し、指導計画が立てられて
いるか。

 

4 本時の目標は、本時の評価規準と整合しているか。

5 わかる楽しい授業となるような教材研究をしているか。

授
業
の
土
台
づ
く
り

6 学習規律を守らせているか。

7 指名するとき、児童生徒によって呼び方を変えず、「○○さん」など公平な呼び
方をしているか。

8 発問や指名が特定の児童生徒に偏らないように配慮しているか。

9 児童生徒にわかりやすい発問や指示を行っているか。

10 板書は、授業内容を構造的でわかりやすく示すものになっているか。

11 授業の開始と終了の時刻を、教師自身が守っているか。

授
業
の
展
開

12 児童生徒が興味 · 関心をもてる導入ができているか。

13 授業のねらいが明確に示され、児童生徒と共有しているか。

14 児童生徒が学習の見通しをもつことができるようにしているか。

15 児童生徒に考える時間を保障しているか。

16 授業者主導ではなく、児童生徒の意見を授業の展開に反映させるなど、双方向の
授業展開となっているか。

17 間違いや失敗も含め、児童生徒の多様な考えを大切にして学習を進めているか。

18 児童生徒が自己決定、自己選択するなど、主体的に活動できる場面を設けている
か。

19 授業者の一方的な思いでなく、児童生徒が主体的に考え、判断し、表現する場面
を確保しているか。

20 児童生徒が互いの良さを認め合える場面があるか。

21 振り返りの時間を確保し、児童生徒に学習の成果を自覚させているか。

子
供
へ
の
支
援

22 児童生徒一人一人の言葉を傾聴し、出された意見や活動に対し適切な評価（承認、
賞賛、励まし等）をしているか。

23 児童生徒一人一人の学習状況や理解度に応じた指導 · 支援を行っているか。

24 授業内容がわからない児童生徒をそのままにせず、適切な指導 · 支援がなされて
いるか。

25 児童生徒に「わかった」「できた」という達成感をもたせるように工夫しているか。

18



 ⑥重点的に取り組む人権課題について

 ⑦最近施行された人権に関わる法律について

　和歌山県教育委員会では、「学校教育指導の方針と重点」において、以下の６点を取り上げ、教育課題や取り

組むべき内容を示しています。子供の発達段階に配慮しつつ、それぞれの地域や学校の実情に応じて、様々な

人権課題に取り組むことが大切です。　

○「障害者差別解消法」、「ヘイトスピーチ解消法」、「部落差別解消推進法」、「教育機会確保法」
　
◎平成 28 年に３つの人権に関わる法律が施行されました。また、平成 29 年には教育の機会の確保に関する

　法律が施行されました（ただし、同法第 4章は平成 28年に施行）。個別の人権課題の指導に取り組む際には、

　関係法令等に表れた考え方を正しく理解することが重要です。これらの法律の趣旨を踏まえ、以下の点に留

　意して指導を行ってください。　

【障害者差別解消法】
正式名称：「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」（平成 28年 4月 1日施行）

概要

　障害を理由とする差別の解消を推進し、すべての国民が障害の有無によって分け隔てられることなく、相互

に人格と個性を尊重し合いながら共生する社会の実現につなげることを目的としています。

〈重点的に取り組む人権課題〉  

· 男女平等の問題に関する教育　　· 子供の人権に関する教育

· 高齢者の人権に関する教育　　　· 障害者の人権に関する教育

· 同和教育　　　　　　　　　　　· 外国人の人権に関する教育

· 特別活動や総合的な学習（探究）の時間等において、体験活動を積極的に取り入れたり、ボランティ

ア活動への参加を促したりするなど、障害についての理解や、介助 · 福祉の問題などに関する理解を深

めさせる取組を充実させましょう。

· 学校においては、合理的配慮の提供は法的義務となります。障害のある子供がどのような配慮を必要

としているのか、保護者を含めて教職員全体で理解を深めましょう。
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【ヘイトスピーチ解消法】
正式名称：「本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に向けた取組の推進に関する法律」

　　　　　（平成 28年 6月 3日施行）

概要

　本邦外出身者に対する「不当な差別的言動」の解消の必要性に対する理解を深めるとともに、本邦外出身者

に対する不当な差別的言動のない社会の実現をめざしたものです。

　国等の責務と、基本的施策を定め、不当な差別的言動の解消を推進することを目的としています。

【部落差別解消推進法】
正式名称：「部落差別の解消の推進に関する法律」（平成 28年 12月 16日施行）

概要

　部落差別は許されないものであるとの認識の下、部落差別の解消の必要性について国民の理解を深めるよう

に努めることにより、部落差別のない社会を実現することをめざしたものです。

· 子供が、自国の文化や伝統等に対する認識の上に立って、諸外国の生活や文化等に関する理解を深め

るよう交流活動を積極的に推進しましょう。

· 歴史的背景や社会的背景を踏まえ、外国人についての認識を深めるとともに、教育活動全体を通じて

広い視野を持ち、異なる習慣や文化を持った人々とともに生きる態度を育成しましょう。

· 学校教育、社会教育が相互に連携 · 協力して、保護者や地域の人々の同和問題に関する理解を促進させ

ましょう。

· 教育及び啓発をするに当たっては、当該教育及び啓発により新たな差別を生むことがないように留意

しつつ、それが真に部落差別の解消につながるよう、その内容や手法等に配慮しましょう。
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【教育機会確保法】
正式名称：「義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律」

　　　　　（平成 29年 2月 14日施行　ただし、法第４章は平成 28年 12月 14日施行）

概要　

　教育基本法や児童の権利に関する条約などの趣旨にのっとり、不登校児童生徒に対する教育機会の確保、夜

間等において授業を行う学校における就学機会の提供その他の義務教育の段階における普通教育に相当する教

育の機会の確保を総合的に推進することを目的としたものです。

· 不登校の児童生徒やその保護者を追い詰めることのないよう配慮するとともに、児童生徒や保護者の

意思を尊重しましょう。また、不登校児童生徒に対しては、学校全体で支援を行うことが必要であり、

校長のリーダーシップの下、学校や教員がスクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー等の

専門スタッフ等と協力して対応しましょう。

· 経済的または様々な理由から十分に義務教育を受けられなかった人が存在し、それらの人の中には日

常生活における文字の読み書きが不自由な人がいることを理解させる取組をしていきましょう。

○識字問題
　部落差別や経済的理由（貧困）等によって、長期欠席 · 不就学等を余儀なくされ、学習の機会や就学

等が保障されなったため、日常生活における文字の読み書きが不自由になった人がいます。このような

文字の読み書きが不自由な人に関わる問題を識字問題といいます。

　識字問題は、単に読み書きができないということにとどまらず、運転免許や様々な資格が取れない、

希望する職業に就けない、文化的な生活が送れないなどという、基本的人権に関わる切実な問題です。

　また、和歌山県内には文字の読み書きなどを学習する識字学級が開設されています。
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 ⑧令和元年度「人権教育の推進に関する調査」結果から

　和歌山県教育委員会では例年、各学校における人権に関わる課題やその解決に向けた取組等、人権教育の推

進状況を把握するため「人権教育の推進に関する調査」を実施しています。この中で、当該年度の個別の人権

課題に関する学習状況について調査しました。具体的には、以下の項目を選択する様式で回答していただきま

した。（複数回答可）

　本調査結果では、県内すべての学校において、複数の個別の人権課題について取り組んでいます。特に、「イ

子どもの人権」、「エ　障害者の人権」、「サ　インターネットによる人権侵害」を選択した学校の割合が高く、

重点的に取り組む学校が多いと言えます。学校教育においては、様々な人権課題の中から、子供の発達段階等

に配慮しつつ、それぞれの学校の実情に応じて、より身近な課題、児童生徒が主体的に学習できる課題、児童

生徒の心に響く課題を選び、時期を捉えて、効果的に学習を進めていくことが求められています。

　個別の人権課題に関する学習状況

[ 項目 ]

　ア　男女平等の問題、女性の人権　　　　

　イ　子どもの人権　　　　　　　　　　　

　ウ　高齢者の人権　　　　　　　　　　　

　エ　障害者の人権　　　　　　　　　　　

　オ　同和問題　　　　　　　　　　　　　

　カ　アイヌの人々の人権　　　　　　　　

　キ　外国人の人権　　　　　　　　　　

　

　ク　ＨＩＶ · ハンセン病患者等の人権

　ケ　刑を終えて出所した人の人権

　コ　犯罪被害者等の人権

　サ　インターネットによる人権侵害

　シ　北朝鮮当局による拉致問題等

　ス　性的指向 · 性自認に係る問題

　セ　その他

小学校

高等学校 特別支援学校

中学校

0

20

40

60

80

100

0

20

40

60

80

100

0

20

40

60

80

100

0

20

40

60

80

100

％

％ ％

％

57.0 57.0 

95.395.3
90.290.2

95.395.3

45.545.5

31.931.9

46.046.0

90.690.6

16.616.6
6.46.4 8.18.1

20.420.4

2.62.6 2.12.1

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ

66.066.0
60.060.0

40.040.0

64.064.0

36.036.0

10.010.0

38.038.0

22.022.0

8.08.0

88.088.0

27.327.3

78.878.8

6.16.1

93.993.9

3.03.0 6.16.1 6.16.1 9.19.1

51.551.5

6.16.1

33.333.3

00 00 00

22.022.0

36.036.0

48.048.0

00

70.670.6

84.984.9
79.079.0

95.895.8

73.173.1

48.748.7

63.963.9

51.351.3

10.910.9
16.816.8

89.989.9

41.241.2

28.628.6
19.319.3
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 ⑨人権研修のための資料と学習活動・実践事例の活用について  
　和歌山県教育委員会では、「学校教育指導の方針と重点」において、重点的に取り組む人権課題として下記の

6つを示し、一人一人の子供の人権が尊重される教育を推進しています。

　以下に個別の人権課題を取り上げた資料等の対応表を掲載しています。普遍的な視点に焦点を当てた指導内

容と組み合わせながら、それぞれの学校で取組を進めてください。

重点的に取り組む
人権課題 資　　　料 学習活動 · 実践事例

男女平等の問題に
関する教育

H15気づく · 学ぶ · 広げる人権学習
H29校内研修のためのハンドブック３

H17対話ですすめる人権学習
H18人権教育学習プログラム事例集
H22実践事例集４
H26校内研修のためのハンドブック

子供の人権に
関する教育

H15気づく · 学ぶ · 広げる人権学習
H30校内研修のための資料集
R1授業実践事例集

H17対話ですすめる人権学習
H21実践事例集３
H22実践事例集４
H23実践事例集５
H24実践事例集６
H27校内研修のためのハンドブック２

高齢者の人権に
関する教育

H15気づく · 学ぶ · 広げる人権学習
H29校内研修のためのハンドブック３

H17対話ですすめる人権学習
H18人権教育学習プログラム事例集
H21実践事例集３
H22実践事例集４
H23実践事例集５
H27校内研修のためのハンドブック２
H29校内研修のためのハンドブック３
R1授業実践事例集

障害者の人権に
関する教育

H15気づく · 学ぶ · 広げる人権学習
H27校内研修のためのハンドブック２
H28人権学習のための手引き
H29校内研修のためのハンドブック３
H30校内研修のための資料集
R1授業実践事例集

H17対話ですすめる人権学習
H18人権教育学習プログラム事例集
H21実践事例集３
H22実践事例集４
H24実践事例集６
H26校内研修のためのハンドブック

同和教育

H15気づく · 学ぶ · 広げる人権学習
H27校内研修のためのハンドブック２
H28人権学習のための手引き
H29校内研修のためのハンドブック３
H30校内研修のための資料集
R1授業実践事例集

H17対話ですすめる人権学習
H18人権教育学習プログラム事例集
H21実践事例集３
H22実践事例集４
H23実践事例集５
H24実践事例集６
H29校内研修のためのハンドブック３
R1授業実践事例集

外国人の人権に
関する教育

H28人権学習のための手引き
H29校内研修のためのハンドブック３
H30校内研修のための資料集
R1授業実践事例集

H17対話ですすめる人権学習
H18人権教育学習プログラム事例集
H21実践事例集３
H24実践事例集６
R1授業実践事例集
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重点的に取り組む人権課題以外にも個別の人権課題があります。　

令和２年３月現在

個別の人権課題 資　　　料 学習活動 · 実践事例

HIV 感染者 ·
ハンセン病患者等 H15気づく · 学ぶ · 広げる人権学習

H18人権教育学習プログラム事例集
H20実践事例集２
H21実践事例集３
H22実践事例集４

インターネットに
よる人権侵害

H15気づく · 学ぶ · 広げる人権学習
H30校内研修のための資料集

H21実践事例集３
H22実践事例集４
H26校内研修のためのハンドブック

その他（性的マイ
ノリティ等） H27校内研修のためのハンドブック２

　和歌山県教育委員会では、各学校における人権教育の指導方法等の改善 · 充実の取組をより一層推進するため、

平成 19年度より毎年指導者用資料を刊行しています。

　平成 19年度から 25年度には、全体計画、年間指導計画の作成 · 充実の取組や、具体的な実践事例や指導内

容 · 方法等に関する参考資料を掲載した資料集『人権教育学習プラン－実践事例集－』を刊行しました。

　平成 26年度からは、校内研修を積極的に進めていただけるよう、具体的な実践事例や指導内容 · 方法等に関

する参考資料を掲載した『人権教育学習プラン』として、『校内研修のためのハンドブック、資料集』、今年度

は授業の実践に重点を置いた、『授業実践事例集』を刊行しました。

　また、平成 28年度には、人権教育を学校全体で組織的 · 計画的に取り組んでいただけるよう『人権学習のた

めの手引き』を刊行しています。

　上記のハンドブックなどの資料は各学校に配布し、活用していただいているところですが、和歌山県教育委

員会のホームページも一部掲載していますので、必要に応じてご活用ください。

　また、資料等についてご不明な点などがありましたら、下記までご連絡をお願いします。

和歌山県教育委員会生涯学習課人権教育推進室
　　TEL：０７３－４４１－３７２９

人権教育資料（和歌山県教育委員会生涯学習課ホームページ）
https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/500600/d00153192.html
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Ⅲ．学校における実践事例
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かつらぎ町立妙寺小学校

●単元目標
友達がおかれている立場や気持ちを考えるとともに、子供一人一人が仲間の一人としてど
う関わったらよいか考え、実践していこうとする意欲をもつ。

●人権教育のねらい
「ちがい」を認め合い、互いを尊重しようとする態度を養う。

●単元の流れ
次目標及び学習内容 時間数 教科等

第１次

みんななかよくすごすために大切なことを考えよう

・どうしてくまくんが暴力をふるったのかを考える。
・くまくんも森の動物たちも仲良く楽しく過ごすためには、どうし
たらよいかを話し合う。
・お話の続きを考えて発表する。

１時間 道徳

第２次

友だちの気もちを考え、よいと思うことをすすんでしよう

・ロールプレイを通して、いやなことを言われているＡさんの立場
になる。
・人権侵害を受けている場面を見ていたＢさんの立場を自分事に置
き換えて考え、自分ならどうするかを話し合う。
・自分の考えを振り返り、感想を書く。

１時間 道徳

第３次

クラスの問題について話し合おう

・事前アンケートを通して明らかになった、学級の友達間の諸問題
を取り上げ、解決に向けて話し合う。
・話し合いを通して、これからがんばる個人のめあてを設定する。

１時間 学級活動

※事後の活動
がんばると決めたことを実践し、自分だけでなく友達のがんばり
や優しさを見つける活動『がんばりの木』を通して、振り返る。

終わりの会
等

外見などのちがいにとらわれず誰とでも仲良くし、仲間を大切にし
ようとする心情を育てる。

友達がおかれている立場や気持ちを考え、よいことと悪いことを区
別し、良心に従ってよいことを進んで行おうとする態度を養う。

学級の友達の「痛み」「悲しみ」「悔しさ」に共感し、仲間の一人とし
てどう関わったらよいかを考え、実践していこうとする意欲を育てる。

小 学 校１
学校名 かつらぎ町立妙寺小学校

単元名 友だちの気もちを大切に 対象学年 第２学年
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かつらぎ町立妙寺小学校

●第１次の学習活動
【ねらい】
外見などのちがいにとらわれず誰とでも仲良くし、仲間を大切にしようとする心情を育てる。

《Ｃ－（11）公正、公平、社会正義》

【育てたい資質・能力】
・価値的・態度的側面（多様性に対する開かれた心と肯定的評価）
・技能的側面（他者の痛みや感情を共感的に受容する想像力）

●展開（１時間）

学習活動 ◦指導上の留意点　☆人権教育上の配慮
◎人権教育に視点をあてた評価の規準

❶　価値への方向づけをする。

・見た目　・サッカーが得意　・勉強が苦手

・背が高い　・性格　・女と男　・絵が得意

・大きな声が出る　・足が速い　・兄弟がいる

❷　�読み物資料「くまくんはひとりぼっち」（同和
教育資料集「えがお」小学校１・２年生用　和
歌山市教育委員会）を読み、内容を確認する。

❸　�登場人物の心情をとらえながら、主題に迫る。

・見た目で決めつけられていやだったから

・誰も味方になってくれなかったから

・仲間はずれにされたから

・見た目の悪口を言われたから　・悲しかったから

☆�差別意識や偏見などにつながる不適切な発言が
あれば、適切に指導する。

◦�登場人物を先に紹介し、くまくんの気持ちを考
えながら聞くように促す。

◦�「いやだった」「怒っていた」「悲しかった」な
どの気持ちを表す言葉を児童が答えたときには
「どうしてそんな気持ちになったのか」を答えた
本人だけでなく全体の場に問い返す。
◎�暴力をふるってしまったくまくんの気持ちを考
えることができている。【技能】

 発問 　自分と友達の「ちがうところ」は、ど
んなところでしょうか？

 発問 　どうしてくまくんは森の動物たちに暴
力をふるったのでしょう？
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かつらぎ町立妙寺小学校

学習活動 ◦指導上の留意点　☆人権教育上の配慮
◎人権教育に視点をあてた評価の規準

・見た目で決めつけない。

・�くまくんは悪いことをしていないのに、見た目で判

断して仲間はずれにするのはよくない。

・�くまくんも、自分の気持ちをちゃんと言葉で言った

らいい。おたがいに話をしたらよかった。

（例）�次の日、森の動物たちは、くまくんにあやまり

ました。「のそのそしているとか言ってごめん

ね。」「見た目の悪口を言ってごめんね。」「仲間

はずれにしてごめんね。」それを聞いてくまくん

も「暴力をふるってごめんね。」とみんなにあや

まりました。

❹　本時の学習を振り返る。
○学習の感想を書く。
○友達の感想と自分の感想を比べて聞く。

❺　教師の説話を聞く。

◦�何がいけなかったのか、どうすればよいのか、
具体的な方法を考えさせる。

◦�どうしてそのような結末にしたのか理由も語ら
せる。

◎�「ちがい」にとらわれず、誰とでも仲良くしよ
うとする心情をもつことができている。【価値態
度】

◦�人とちがうことを周囲の人から認めてもらった
（又は認めてもらえなかった）教師の体験談を話
す。

 発問 　くまくんも森の動物たちも仲良く楽し
く過ごすためには、どうしたらよいでしょう。

 発問 　お話の続きを考えましょう。
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かつらぎ町立妙寺小学校

●第２次の学習活動
【ねらい】
友達がおかれている立場や気持ちを考え、よいことと悪いことを区別し、良心に従ってよい
ことを進んで行おうとする態度を養う。《Ａ－（１）善悪の判断、自律、自由と責任》

【育てたい資質・能力】
・技能的側面（他者の痛みを共感的に受容する想像力）
・価値的・態度的側面（正義の実現という理想に向かって、活動しようとする意欲）

●展開（１時間）

学習活動 ◦指導上の留意点　☆人権教育上の配慮
◎人権教育に視点をあてた評価の規準

❶　価値への方向づけをする。

・失敗したとき　・けんかしたとき

・友達にいやなことを言われたとき

❷　�3枚の絵を見る。（同和教育資料集「えがお」
小学校１・２年生用「そんなこと　いわない
で」和歌山市教育委員会）

❸　内容を確認する。

・きらい　・もう一緒に遊ばない

・あっちへ行って

◦1～3の絵を黒板に貼る。（資料①）

◦�Ａさんが、ＣさんやＤさんからどのようなこと
を言われているのか考えさせる。

 発問 　どんなときに、悲しい気持ちやつらい
気持ちになりますか。

 発問 　Ａさんはどんなことを言われているの
でしょう。（①の場面）
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かつらぎ町立妙寺小学校

学習活動 ◦指導上の留意点　☆人権教育上の配慮
◎人権教育に視点をあてた評価の規準

❹　登場人物の心情を考えながら、主題に迫る。
○12場面のロールプレイを行う。

・かわいそう　・いやなかんじ　・とめたいけど

・なんでそんなこと言うのかな　・ひどい

○�『できる』『できない』『迷う』の中から、立場
を選び、わけを発表する。

『できる』
　・Ａさんがかわいそう

　・よくないことは注意する

　・注意しないとＡさんがずっといじめられる

　・友達と一緒に注意する（一緒になら安心）

　・先生が意地悪はいけないって言っていたから

『できない』
　・怖い　・自分もいじめられるかもしれない

『迷う』
　・注意しないとだめって分かるけど…

　・助けたいけど怖い

❺　本時の学習を振り返る。
○学習の感想を書く。
○友達の感想と自分の感想を比べて聞く。

❻　教師の説話を聞く。

◦ロールプレイの配役
　Ａさん、Ｂさん：児童
　Ｃさん、Ｄさん：教師
◦�ロールプレイを通して、Ａさんの痛みや感情を
感じさせる。
◦�Ａさん、Ｂさん両方の役割を交代で演じさせ、
両方の気持ちを聞く。
◎�Ａさんの気持ちを考えることができている。【技
能】

◦ロールプレイを踏まえて、考えさせる。
◦�正しい判断をし、行動することのよさや難しさ
を考えさせる。
◦�立場を選び、名前を書いた磁石を黒板に貼らせ
る。
◦立場は途中で変えてもよいことを伝える。
◦�友達の意見を聞いて立場から変わった児童がい
れば、その理由を発表させる。

◎�人権課題の解決に向けて、自分たちができるこ
とを考えることができている。【価値態度】

◦�良心に従って行動した（又はできなかった）教
師の体験談を話す。

 発問 　Ｂさん（みんな）は、いやなことを言
われているＡさんを見て、どう感じましたか。
（ロールプレイを通して）

 発問 　あなたがＢさんなら、ＣさんやＤさん
に向かって、注意できますか。できませんか。
迷いますか。それは、どうしてですか。（ワー
クシート）



34

かつらぎ町立妙寺小学校

●第３次の学習活動
【ねらい】
学級の友達の「痛み」「悲しみ」「悔しさ」に共感し、仲間の一人としてどう関わったらよい
か考え、実践していこうとする意欲を育てる。

【育てたい資質・能力】
・価値的・態度的側面（課題解決に向けて取り組もうとする態度）

●展開（１時間）

学習活動 ◦指導上の留意点　☆人権教育上の配慮
◎人権教育に視点をあてた評価の規準

❶　アンケート結果を見て、学習の見通しをもつ。
・いやな思いをしている人が多い。
・�仲間はずれや無視、悪口を言うことを「したことが
ある」人に比べて「されたことがある」人が多い。
・�しているつもりがないのに、誰かを傷つけている人
が多いのかもしれない。

❷　�アンケート結果を見て、どうして仲間はずれ
や無視をしたり悪口を言ったりしてしまうの
か考える。

・理由がある　・いやなことをされたから
・はらが立っていたのかもしれない

❸　解決方法を話し合う。

・先生に相談する　　・心のブレーキをかける
・その場から離れる　・言葉で伝える
・３秒がまんする

❹　自分のめあてを立て、カードに書く。
○カードに書いためあてを交流する。
・�いやなことがあったら５秒間、心のブレーキをかけ
て、その場から離れる
・困っている子がいたら、１番に声をかける
・�トゲトゲ言葉じゃなくて、ふわふわ言葉を使う�
（１日３回）
・�仲間はずれを作らないように、自分から友達をさそ
う（１日１回）

◦�事前に資料②のアンケートを実施し、結果をグ
ラフにしておく。
（例） 

◦�児童に興味をもたせるよう、グラフは事前に教
室に掲示しておく。

◦�原因を明らかにさせ、解決に向けての方向性を
はっきりとさせる。

◦�次の学習活動である「めあてづくり」の参考と
なるようにする。
◎�課題の解決に向けて、自分たちができることを
考えている。【価値態度】

◦�自分で評価・振り返りをしやすいように、でき
るだけ具体的なめあてを立てられるようにする。
◦�がんばると決めたことを実践し、自分だけでな
く友達のがんばりや優しさを見つける活動『が
んばりの木』（資料②・③）を通して振り返る。
　（めあては１ヶ月ごとに更新していく）

 発問 　どうして仲間はずれや無視をしたり、
悪口を言ったりしてしまうのでしょう。

 発問 　「仲間はずれにしてやろう、無視した
い、悪口を言いたい」こんな気持ちになったと
き、どうしたらいいのでしょう。



35

かつらぎ町立妙寺小学校

ワークシート
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かつらぎ町立妙寺小学校
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かつらぎ町立妙寺小学校

資料②

資料③

　① 「仲間はずれ」や「無視」をされたり、「わる口」を言われたりしたことがある。
　② 「仲間はずれ」や「無視」をしたり、「わる口」を言ったりしたことがある。

事前アンケートの質問項目

『がんばりの木』の取組①

資料② 事前アンケートの質問項目 

 

 

 

 

資料③ 『がんばりの木』の取組① 

 

 

① 「仲間はずれ」や「無視」をされたり、「わる口」を言われたりしたことがある。 

② 「仲間はずれ」や「無視」をしたり、「わる口」を言ったりしたことがある。 

むじんとうの生活に ひつようなものを 考えよう 

２年（  ）組（  ）番 名前（               ） 

 

 

 

 

 

１．あなたなら 上の中から 何を もっていきますか。５つえらんで そのわけも考えよう。 

 えらんだもの えらんだ わけ 

１   

２   

３   

４   

５   

 

２．グループで話し合って、５つえらぼう。 

     

 

３．上の２でえらんだものから２つへらして、３つにしよう。そして、そのわけも考えよう。 

 えらんだもの えらんだ わけ 

１ 
  

２ 
  

３ 
  

 

＊学しゅうをふりかえり、かんそうをかこう。 

 

水  食べもの ふく テント もうふ マッチ（ライター） なべ ロープ のこぎり 

 ナイフ（ほうちょう） つりざお 虫とりあみ 時計 けいたい電話 ゲーム カメラ   

かいちゅうでんとう（ライト） ぬいぐるみ ペット くすり 本

ワークシート① 

むじんとうの生活に ひつようなものを 考えよう 

２年（  ）組（  ）番 名前（               ） 

 

 

 

 

 

１．あなたなら 上の中から 何を もっていきますか。５つえらんで そのわけも考えよう。 

 えらんだもの えらんだ わけ 

１   

２   

３   

４   

５   

 

２．グループで話し合って、５つえらぼう。 

     

 

３．上の２でえらんだものから２つへらして、３つにしよう。そして、そのわけも考えよう。 

 えらんだもの えらんだ わけ 

１ 
  

２ 
  

３ 
  

 

＊学しゅうをふりかえり、かんそうをかこう。 

 

水  食べもの ふく テント もうふ マッチ（ライター） なべ ロープ のこぎり 

 ナイフ（ほうちょう） つりざお 虫とりあみ 時計 けいたい電話 ゲーム カメラ   

かいちゅうでんとう（ライト） ぬいぐるみ ペット くすり 本

ワークシート① 
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かつらぎ町立妙寺小学校

『がんばりの木』の取組②
 

資料④



39

湯浅町立湯浅小学校

学校名 湯浅町立湯浅小学校

単元名 気持ちを伝えあおう 対象学年 第２学年

●単元目標
１　友達と互いに仲良く助け合おうとする。
２　一人一人の外見や考え方、感じ方には違いがあることに気づき、受け入れる。
３　自分の気持ちを相手に伝えることができ、相手の気持ちを考えながら聴く。
４　相手の気持ちを考えながら話を聴き、質問をしたり感想を伝え合ったりする。

●人権教育のねらい
自分の考えを相手に伝えたり、他者の意見を傾聴したりすることを通して、友達の多様な
考えを尊重する。

●単元の流れ
次目標及び学習内容 時間数 教科等

第１次

友だちとのかかわりについて考えよう

・読み物資料を読んで、話し合う。
・友達と助け合って、頑張っていきたいことについて話し合う。

１時間 道徳

第２次

生活に必要なものを考えよう

・自分にとって必要な物とその理由を考え、相手に伝える。
・それぞれの必要な物をグループで交流する。

１時間 学級活動

第３次

あったらいいものを考えよう

・自分の考えたものを発表する。
・発表を聴いて、質問をしたり感想を伝え合ったりする。

１時間 国語

友達と互いに仲良く助け合おうとする心情を育てる。

物事の考え方は、人によってそれぞれ違いがあることに気づく。

相手の気持ちを考えながら話を聴き、質問をしたり感想を伝え合っ
たりする。
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●第１次の学習活動
【ねらい】
友達と互いに仲良く助け合おうとする心情を育てる。《Ｂ－（９）友情、信頼》

【育てたい資質・能力】
・技能的側面（他者の痛みや感情を共感的に受容できるための創造力や感受性）

●展開（１時間）

学習活動 ◦指導上の留意点　☆人権教育上の配慮
◎人権教育に視点をあてた評価の規準

❶　めあてを知る。

❷　「森のともだち」（『新しいどうとく２』東京
書籍）を読む。

❸　こんきちの叫び声を聞いたとき、森の動物
たちはどんなことを相談していたのか考え
る。

❹　こんきちは、何が恥ずかしくなったのか考
える。

❺　大声で泣いているこんきちの思いを考える。

❻　友達と助け合って頑張っていきたいことに
ついて話し合う。

❼　教師の説話を聞く。

◦登場人物を先に紹介し、こんきちの気持ちを
中心に考えながら聞くように促す。

◦こんきちはわがままで乱暴なことをしっかり
押さえておく。

◦悩んだ結果助けにいった動物たちの思いに気
づかせる。

◦友達のことが気になり出したこんきちの心の
変化に気づかせる。

◦自分だけ逃げたことや乱暴したことを後悔す
るこんきちの気持ちに気づかせる。

◦森の動物たちが助け合っている姿に目を向け
させることで、仲間のいることの良さを感じ
させる。

◎登場人物の立場に共感し、考えや気持ちを想
像することができている。【技能】

◦教師がこれまでの経験で友達に助けてもらっ
てうれしかったことについて語る。

友だちとのかかわりについて考えよう。
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●第２次の学習活動
【ねらい】
物事の考え方は、人によってそれぞれ違いがあることに気づく。

【育てたい資質・能力】
・価値的・態度的側面（多様性に対する肯定的評価）
・技能的側面（コミュニケーション技能）

●展開（１時間）

学習活動 ◦指導上の留意点　　☆人権教育上の配慮
◎人権教育に視点をあてた評価の規準

❶　学習の場面（無人島）とめあてを知る。

❷　無人島で生活する上で、自分に必要なもの
を５つ選ぶ。

❸　グループになり、自分の選んだ物とその理
由を説明する。

❹　グループで話し合い、みんながそれぞれ選
んだ物の中から５つ選ぶ。

❺　５つの中から３つに減らす。

❻　全体で、各グループが選んだ物とその理由
を交流する。

❼　振り返りをする。

◦状況が理解できているか確認する。
◦必要な理由も考えながら選ぶように声をかけ
る。

◦いろいろな意見や考えがあることを評価す
る。

◎相手の気持ちを考えながら聴くことができて
いる。【技能】

◦相手の気持ちを考えながら話し合いが進めら
れているか確認する。

◦時間内に決まらなかったグループは、決まっ
たものだけ発表するように伝える。

◎考え方に違いがあることに気づき、受け入
れ、尊重することができている。【価値態度】

◦他のグループの発表を自分たちのグループと
比べながら聞かせる。

◦他のグループの発表や話し合いがスムーズに
進まなかったグループの例などから、いろい
ろな考え方があることに気づかせる。

むじんとうの生活にひつようなものを考えて、話し合おう。
アクティビティ「むじんとうの生活にひつようなものを考えよう」（ワークシート①）
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●第３次の学習活動
【ねらい】
相手の気持ちを考えながら話を聴き、質問をしたり感想を伝え合ったりする。

【育てたい資質・能力】
・技能的側面（傾聴、コミュニケーション技能）

●展開（１時間）

学習活動 ◦指導上の留意点　☆人権教育上の配慮
◎人権教育に視点をあてた評価の規準

❶　めあてを知る。

❷　発表会の進め方を確かめる。

❸　話し方、聞き方のめあてを確かめる。

❹　「あったらいいな、こんなもの」発表会をす
る。

❺　学習を振り返る。

◦「話すこと」「聞くこと」それぞれのめあてや
本時の流れを板書し、見通しをもつことがで
きるようにする。

◦ワークシート②に記入する。

◦国語科の前時に考えた「ゆめのどうぐ」につ
いての発表をする。

◦質問や感想などが出にくい場合、教師が質問
や感想の見本を示すことで言いやすい環境を
作る。

◎相手の気持ちを考えながら聴き、質問をした
り感想を伝え合ったりすることができている。
【技能】

「あったらいいな、こんなもの」発表会をしよう。
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ワークシート①

むじんとうの生活に ひつようなものを 考えよう 
２年（  ）組（  ）番 名前（               ） 

 
 
 
 
 
１．あなたなら 上の中から 何を もっていきますか。５つえらんで そのわけも考えよう。 

 えらんだもの えらんだ わけ 

１   

２   

３   

４   

５   

 
２．グループで話し合って、５つえらぼう。 

     

 
３．上の２でえらんだものから２つへらして、３つにしよう。そして、そのわけも考えよう。 

 えらんだもの えらんだ わけ 

１ 
  

２ 
  

３ 
  

 
＊学しゅうをふりかえり、かんそうをかこう。 
 

水  食べもの ふく テント もうふ マッチ（ライター） なべ ロープ のこぎり 
 ナイフ（ほうちょう） つりざお 虫とりあみ 時計 けいたい電話 ゲーム カメラ   
かいちゅうでんとう（ライト） ぬいぐるみ ペット くすり 本



44
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ワークシート②
年  月   日（  ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あったら いいな こんなもの 

ゆ
め
の
ど
う
ぐ

は
っ
ぴ
ょ
う 

会

は
っ
ぴ
ょ
う 

あ

た
ら
い
い
な

 

１

ゆ
め
の
ど
う
ぐ
の 

２

し
つ
も
ん 

 
 

か
ん
そ
う 

３

か
ん
そ
う
カ

ド 

４

先
生
の
話 
 

め
あ
て

 

話
す
こ
と

 
 

聞
く
こ
と 

 

か

（ （

（

（

ん
そ
う
カー

ド 
  
 
 

さ
ん
の
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っ

ょ
ぴ

う
を
聞
い
て、 
 

か
ん
じ
た
こ
と 

         

っ

ー

〜

こ
ん
な
も
の
〜
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田辺市立大坊小学校

学校名 田辺市立大坊小学校

単元名 ことばでつながれ　みんななかよし 対象学年 第１・２学年

●単元目標
１　言葉の大切さに気づき、対話を通して友達と仲良くしようとする。
２　�自分の思いを伝えたり友達の思いを受け止めたりするなど、対話を通して活動しようと

する態度を育てる。

●人権教育のねらい
友達との学び合いや対話を大切にし、協力しようとする。

●単元の流れ
次目標及び学習内容 時間数 教科等

第１次

みんなで「せかいにいっぴきだけのさかな」をつくろう

・言葉のない活動、一方的な指示のある活動を通して言葉の大切さ
を感じる。
・対話を通して「せかいにいっぴきだけのさかな」を作る。

２時間 学級活動

第２次

みんなとなかよくすることの大せつさについてかんがえよう

・読み物資料を通して、みんなで楽しく過ごすためにできることを
考える。

１時間 道徳

第３次

みんなでチャレンジ！　にんげんカラーコピー

・グループに分かれ、「にんげんカラーコピー」に取り組む。
・振り返りを通して、活動の良かったところを発表し合う。

１時間 学級活動

グループ活動では、対話を通して進めていくことの大切さに気づく。

友達と仲良くするために、自分の好き嫌いにとらわれずに相手の気
持ちを考える態度を養う。

自分の考えを話したり友達の考えを聞いたりして、相談しながら絵
を完成させようとする態度を養う。
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●第１次の学習活動
【ねらい】
グループ活動では、対話を通して進めていくことの大切さに気づく。

【育てたい資質・能力】
・技能的側面（コミュニケーション技能）

●展開（２時間）

学習活動 ◦指導上の留意点　☆人権教育上の配慮
◎人権教育に視点をあてた評価の規準

❶　めあてを知る。

❷　活動Ａ（教師が児童に何も言わずに勝手に
一人で魚を作っていく活動）を体験して、
どんな気持ちになったかを話す。

❸　活動Ｂ（誰が何をするのかを教師がすべて
決めて、児童に指示をしながら魚を作って
いく活動）を体験して、どんな気持ちになっ
たかを話す。

❹　それぞれの活動を振り返って、思ったこと
を話す。

❺　みんなで活動をする時には、どんな言葉を
言えばよいかを考え、発表する。

❻　児童だけで「せかいにいっぴきだけのさか
な」を作る。（活動Ｃ）

❼　活動を振り返り、ワークシート①・②に思っ
たことを書き、発表する。

◦Ａ、Ｂそれぞれの活動を体験後、感じた気持
ちを嬉しかったら赤色、そうではなかったら
青色で塗らせ、その訳も書かせる。その後、
発表させ、児童のそれぞれの思いを板書し、
共有させる。（ワークシート①）

◦Ａ、Ｂ２つの活動を振り返り、言葉で伝え合
うことの大切さに気付かせる。また、どんな
言葉を言えばよかったかを考えさせる。

◎グループ活動では、対話を通して進めること
の大切さに気づいている。【技能】

◦児童の発言を板書し、共有させる。

◦前時の振り返りをし、対話を通して進めてい
くことを確かめさせる。

◎対話を通して、みんなで魚を作っている。【技
能】

みんなで「せかいにいっぴきだけのさかな」をつくろう。
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●第２次の学習活動
【ねらい】
友達と仲良くするために、自分の好き嫌いにとらわれずに相手の気持ちを考える態度を養う。

《Ｃ－（11）公正、公平、社会正義》

【育てたい資質・能力】
・価値的・態度的側面（正義、自由、平等などの実現に向かって活動しようとする態度）

●展開（１時間）

学習活動 ◦指導上の留意点　☆人権教育上の配慮
◎人権教育に視点をあてた評価の規準

❶　友達との関わりで嫌だなと思うことをされ
た経験を話し合う。

❷　めあてを知る。

❸　「およげないりすさん」（『どうとく２　きみ
がいちばんひかるとき』光村図書）を読む。

❹　島で遊んでいても、ちっとも楽しくない３
匹の気持ちを考える。

❺　自分なら、次の日にりすをどんなふうに誘
うかを考え、ロールプレイを行う。

❻　みんなとなかよくするために大切なことを
考え、発表する。

❼　教師の説話を聞く。

◦経験だけでなく、その時の気持ちも話させる
ことで、本時のめあてにつなげられるように
する。

☆発表の難しい児童については、無理に発表さ
せず、心の中で振り返らせるようにする。ま
た、人の名前は出さないように指導する。

◦登場人物を先に紹介し、それぞれの気持ちを
中心に考えながら聞くように促す。

◦断った３匹の気持ちとともに、断られたりす
の気持ちも考えさせる。

◎楽しくない理由を読み取り、相手の気持ちを
考えている。【価値態度】

◦かめとりすの気持ちを書かせ、その内容を見
てからそれぞれの役割を指名する。

◦役割演技を見る児童には、演じられた場面を
見て感じたことを話させる。

◦役を演じた児童にも、演じている時に考えて
いたことを聞き、考えを共有できるようにす
る。

◎相手の気持ちを考え、助け合っていこうと考
えている。【価値態度】

◦教師がこれまでの経験で友達に仲良くしても
らってうれしかったことについて語る。

みんなとなかよくすることの大せつさについてかんがえよう。
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●第３次の学習活動
【ねらい】
自分の考えを話したり友達の考えを聞いたりして、相談しながら絵を完成させようとする態
度を養う。

【育てたい資質・能力】
・技能的側面（コミュニケーション技能）

●展開（１時間）

学習活動 ◦指導上の留意点　☆人権教育上の配慮
◎人権教育に視点をあてた評価の規準

❶　学習の振り返りをする。

❷　めあてを知る。

❸　「人間カラーコピー」のルールを確かめる。

にんげんカラーコピー
めあて
グループの　みんなで　きょうりょくしよう

ルール
①えは、なんかい　みにいっても　よい。
②１かいに　みにいくひとは、グループでひとり。
③みにいくときは、なにも　もたない。
④すわったら　はなすことが　できる。
⑤みにいく　じゅんばんは、じゆう。
⑥えをみにいくひとと、えをかくひとはべつにする。

❹　「人間カラーコピー」をする。

❺　活動を振り返り、お互いのがんばりを認め
合う。

◦第１次と第２次での学習をまとめた掲示を用
意しておき、思いを伝え合ったり、相手の気
持ちを考えたりすることの大切さを確かめさ
せる。

◦黒板に掲示し、全員で読み上げさせる。

◦めあてとルールを確かめさせた後、ルールを
書いたカードを各グループにも配り、随時め
あてとルールが確認できるようにする。

☆絵は、児童の実態に合わせて作成する。

◦活動中でも、積極的に取り組む児童の言葉を
学級全体に紹介し、児童がねらいによりせま
ることができるきっかけをつくる。

◎自分の思いを話したり友達の思いを聞いたり
して、相談しながら絵を完成させようとして
いる。【技能】

◦感想を板書し、児童一人一人の思いをみんな
で共有できるようにする。

◦ワークシート②に、がんばっていたともだち
のことや自分自身の振り返りを書かせる。

みんなでチャレンジ！　にんげんカラーコピー
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ワークシート①

たのしかった 

おもしろかった 

わくわくした 

 
たのしくなかった 
つまらなかった 

みんなでつくろう
「せかいに いっぴきだけの さかな」

名前
な ま え

 
ふりかえりシート１ 
☆Ａのかつどうを ふりかえりましょう。 
 
◎きもちの いろを えらびましょう。 
 
 
  

         
 
 
①いまのきもちを ハートであらわすと 
 
 
 
 

②どうしてかというと 
  
  
  
                                         
 
 
                                                         
 
 
 

 
 
 

赤
あか

 青
あお
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☆Ｂのかつどうを ふりかえりましょう。 
 

①いまのきもちを ハートであらわすと 
 
 
 
 
 

②どうしてかというと 
 
 
                                                

 
 
                                                

 
 
 
 
 

☆Ｃのかつどうを ふりかえりましょう。 
 
①いまのきもちを ハートであらわすと 
 
 
 
 
 
②どうしてかというと 
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ワークシート② 

ふりかえりシート 
[名

な

前
まえ

          ]  
①つぎのしつもんに、あてはまる人の名前を書

か

きまし

ょう（何人
なんにん

書いてもいいです）。じぶんだとおもう人
は、じぶんの名前を書きましょう。わからないときは
書かなくてもいいです。 

②あてはまるものに○をしましょう。 

ともだちに おはなしは できたかな。  
 

いっぱいできた ・ できた ・ あまりできなかった 
 
ともだちの おはなしは きいたかな。  
いっぱいきいた ・ きいた ・ あまりきけなかった 

 しつもん な ま え 

ア 
すてきな えができるように
 がんばっていたひとは、

だれですか。  
 

イ 
ともだちの はなしを 
よく きいていたひとは、 
だれですか。  

 
ウ 

かんがえたことを  はっきりと
いえていたひとは、
だれですか。 

 
エ 

ともだちとそうだんしながら
かつどうできていたひとは、
だれですか。  

 
オ 

みんなのいけんを  まとめようと
がんばっていたのは、
だれですか。  
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和歌山市立日進中学校中 学 校2
学校名 和歌山市立日進中学校

単元名 同和問題（部落差別）
～差別の現状と課題解決に向けてできること～

対象学年 第３学年

●単元目標
１　同和問題（部落差別）の現状を知り、残された課題について正しく理解する。
２　�残された課題解決に向けて取り組むべきことを考えることを通して、社会を

構成する一員としての自覚を高め、課題解決に向けて取り組もうとする。

●人権教育のねらい
差別の現状と課題についての理解をもとに、「自分」ができることを考えると
ともに、他者との意見交流によって理解を深め、社会を構成する一員として差別
を解消するために取り組もうとする態度を養う。

●単元の流れ
次目標及び学習内容 時間数 教科等

第１次

差別の現状を知ろう

・結婚する時、理想とする相手の条件を考え、他者と共有する。
・差別の現状を理解し、なぜ今も差別が残っているかを考える。
・映像資料を視聴する。

２時間
総合的な
学習の時間

第２次

差別を解消するためにできることを考えよう

・差別の解消に向けて「自分」ができることを考える。
・グループでの話し合い（意見の共有）で理解を深める。

１時間
総合的な
学習の時間

差別の現状を具体的な例をふまえて正しく理解する。

差別の解消に向けて取り組もうとする態度を養う。
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●第１次の学習活動
【ねらい】
差別の現状を具体的な例をふまえて正しく理解する。

【育てたい資質・能力】
・知識的側面（差別の現状の正しい理解）

●展開（２時間）

学習活動 ◦指導上の留意点　☆人権教育上の配慮
◎人権教育に視点をあてた評価の規準

【１時限目】
❶　結婚する時、理想とする相手の条件（１位
から３位）を考える。（ワークシート①）

❷　全体で共有する。

❸　差別の現状を知る。
　　  「出身地」を結婚の条件としていること

❹　本時のめあてを確認する

❺　結婚差別以外の例を知る。
　◦役所等への差別問い合わせ
　◦インターネット上の差別書き込み など

❻　なぜ、このような差別が今も続いているの
か考える。（ワークシート①）

　〔予想される生徒の反応〕
　　◦知識がないから
　　◦�インターネット上の掲示板などに書いて

いるから
　　◦人のことを考えないから
　　◦差別だと気づいていないから

☆差別意識や偏見などにつながる不適切な発言
があれば、適切に指導する。

◦和歌山県「人権に関する県民意識調査」の結
果（資料①）などを用いて、結婚差別に対す
る潜在意識があることを伝える。

　※�回答②、③、④を合わせると約20％の人が否
定的な考えを持っている。回答⑤も合わせ
ると半数近くの人が肯定的に答えていない。

☆実施クラス・学校の実態に応じて新聞記事な
どの資料を用意してもよい。

差別の現状を正しく理解しよう！
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学習活動 ◦指導上の留意点　☆人権教育上の配慮
◎人権教育に視点をあてた評価の規準

❼　全体で共有する。

❽　同和問題（部落差別）の歴史（差別解消に
向けての取組）を知る。

　◦江戸時代の身分制
　◦渋染一揆がおこる。（1856年）
　◦明治政府による「解放令」（1871年）
　◦全国水平社が結成される。（1922年）
　◦同和対策審議会答申が出される。（1965年）
　◦同和対策事業特別措置法などにより、生活
環境は大きく改善される。（1969年～2002
年）

　◦「部落差別の解消の推進に関する法律」が施
行される。（2016年）

❾　振り返りとまとめ

【２時限目】
❶　前時の振り返りをする。

❷　鑑賞する教材についての話を聞く。

❸　人権啓発ＤＶＤ「あなたに伝えたいこと」
（企画／兵庫県・（公財）兵庫県人権啓発協
会、企画協力／兵庫県教育委員会、制作／
東映株式会社）を視聴する。

❹　まとめと補足説明を聞く。

◦インターネットの匿名性が差別を助長するこ
とにつながっていることを理解させる。

◦内閣府「人権擁護に関する世論調査」結果（資
料②）から、現在もなお差別が存在すると思
う理由として回答が多かった項目を用いて世
論を伝える。

◦年表形式にして生徒に穴埋めさせるなどして
一連の流れを確認させる。

◦社会科歴史的分野及び公民的分野で学習した
内容を想起させ、同和問題（部落差別）の歴
史について理解させる。

☆現在もなお差別が存在するとともに、情報化
の進展に伴ってインターネット上での差別書
き込みなどが行われているなど、状況の変化
が生じていることを踏まえ、「部落差別の解消
の推進に関する法律」が施行されたことをお
さえる。

◦次回の予告と本時の振り返りをする。

◦登場人物とあらすじを伝えておく。

◦指導者から生徒に補足説明を行う。
　－説明の例－
　◦同和問題（部落差別）とは何か
　◦�差別を許さない運動、学校や社会で差別を
なくす教育が進められてきた（義務教育教
科書の無償化の実現、就職試験における全
国高等学校統一用紙の制定、身元調査おこ
とわり運動など）

　◦�情報モラルの重要性（インターネット上の
書き込みや掲載されている情報などに対し
て正しく判断し行動する）など
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●第２次の学習活動
【ねらい】
同和問題（部落差別）を自分事としてとらえ、差別の解消に向けて取り組もうとする態度を
養う。

【育てたい資質・能力】
・価値的・態度的側面（差別の解消に向けて取り組もうとする態度）

●展開（１時間）

学習活動 ◦指導上の留意点　☆人権教育上の配慮
◎人権教育に視点をあてた評価の規準

❶　第１次を振り返って、今もなお残る差別の
実態を再度確認する。

❷　残された問題を解決するためにできること
を考える。（ワークシート②）

　〔予想される生徒の反応〕
　　◦�インターネットに書き込まれている情報

を鵜呑みにしない。
　　◦�同和問題（部落差別）について正しく理

解しておく。
　　◦�差別を見聞きした時に、間違っていると

指摘できるようになる。

❸　グループで共有する。（ワークシート②）

❹　全体で共有する。

❺　本単元を通して考えたことや感想を書く。

◦ＫＪ法を用いてそれぞれが付箋に書いた考え
を出し合い、グループで整理させる。

◦グループでまとめた「解決に向けてできるこ
と」をホワイトボードに書く。

◦各グループのホワイトボードの内容を見て、
「いいと思ったもの」に緑色の付箋、「もっと
聞きたいもの」に赤色の付箋を貼り交流する。

◎個人思考・グループ学習を通して、「差別の解
消」に向けての取組を考えることができてい
る。【価値態度】

◦国や地方公共団体が実施するインターネット
上の人権侵害対策事業（モニタリングなど）
や、各地方公共団体が制定した条例などを、
必要に応じて紹介する。
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ワークシート①
 
                 ３年   組   番 氏名            

 

〇結婚する時、理想とする相手の条件は！？

  第１位

 
 
 
 
第２位 

 
 
 
   
    第３位 

 
 
 
 

 
◎なぜ、『 差別が今も続いている 』のか？  
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ワークシート② 
 

３年   組   番 氏名            

 
めあて 差別を解消するためにできることを考えよう 

 
 ◎差別を解消するために『自分』ができることは何か考えよう。  

 

 
 
 

◎友達の考えを聞いてまとめよう。  

 

 
 

 この単元の学習を振り返って考えたことを書きましょう。  

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振り返り
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資料①

資料②

平成 30 年度 和歌山県「人権に関する県民意識調査」より 
 
 
 

① 当然、子供の意思を尊重する ５２．８％ 

② 反対だが、子供の意思であれば、仕方がない １６．０％ 

③ 家族や親せきに、反対意見があれば、結婚に反対する ２．２％ 

④ 絶対に、結婚には反対する ２．７％ 

⑤ わからない ２４．７％ 

 無回答 １．６％ 

 
 

 
平成 29 年度 内閣府「人権擁護に関する世論調査」より 

 
 
 

ア 
部落差別の知識がなかったり、無関心だったりする人が 
いるから 

３４．６％ 

イ 
落書きやインターネット上などで差別意識を助長する人が
いるから 

１７．４％ 

ウ これまでの教育や啓発が十分でなかったから ２５．５％ 

エ 
昔からある偏見や差別意識を、そのまま受け入れてしまう 
人が多いから 

５５．８％ 

オ 地域社会や家庭において話題となるから １１．２％ 

カ 
同和地区の住民が行政から優遇されていると思う人が 
多いから 

１６．７％ 

キ 
えせ同和行為（同和問題を口実に企業や官公庁等に不当な 
要求をする行為）などにより「同和は怖い問題である」と 
思うから 

１４．２％ 

ク 部落差別はもはや存在しない ３．２％ 

 その他 １．２％ 

 特にない ４．１％ 

 わからない １０．４％ 

 
 

問 17  仮に、あなたに子供がおり、あなたの子供が、結婚しようとする相手の方が、 

同和地区の人であるとわかったとき、あなたはどうしますか（○は１つだけ）。 

Ｑ10ＳＱ２〔回答票11〕 現在もなお部落差別が存在するのは、なぜだと思いますか。
この中からいくつでもあげてください。 
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③ 家族や親せきに、反対意見があれば、結婚に反対する ２．２％ 

④ 絶対に、結婚には反対する ２．７％ 

⑤ わからない ２４．７％ 

 無回答 １．６％ 
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部落差別の知識がなかったり、無関心だったりする人が 
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落書きやインターネット上などで差別意識を助長する人が
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エ 
昔からある偏見や差別意識を、そのまま受け入れてしまう 
人が多いから 

５５．８％ 

オ 地域社会や家庭において話題となるから １１．２％ 

カ 
同和地区の住民が行政から優遇されていると思う人が 
多いから 

１６．７％ 

キ 
えせ同和行為（同和問題を口実に企業や官公庁等に不当な 
要求をする行為）などにより「同和は怖い問題である」と 
思うから 

１４．２％ 

ク 部落差別はもはや存在しない ３．２％ 

 その他 １．２％ 

 特にない ４．１％ 

 わからない １０．４％ 

 
 

問 17  仮に、あなたに子供がおり、あなたの子供が、結婚しようとする相手の方が、 

同和地区の人であるとわかったとき、あなたはどうしますか（○は１つだけ）。 

Ｑ10ＳＱ２〔回答票11〕 現在もなお部落差別が存在するのは、なぜだと思いますか。
この中からいくつでもあげてください。 
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印南町立稲原中学校

学校名 印南町立稲原中学校

単元名 高齢者の人権
～高齢者とともに生きていくために～

対象学年 第３学年

●単元目標
１　�高齢者に対する偏見や思い込みを取り除き、高齢者の人権を尊重し、ともに生きていく

意識を育てる。
２　高齢者の現状や課題、高齢者を支援し擁護している機関の取組について理解を深める。
３　�高齢者に対して自分たちができることを話し合い、合意形成をはかったり意思決定した

りする。

●人権教育のねらい
１　高齢者の人権課題や、高齢者を支援し擁護している機関の取組について理解を深める。
２　高齢者に対する思いやりの心を持ち、親切にする意欲・態度を養う。

●単元の流れ
次目標及び学習内容 時間数 教科等

第１次

高齢者の生活について考えよう

・家庭や地域での高齢者の生活の様子について話し合う。
・高齢者が持っている知恵や技、抱えている課題についてグループ
ごとに詳しく調べる。

２時間
総合的な
学習の時間

第２次

高齢者への理解をさらに深めよう

・社会福祉協議会の方から、高齢者の人権課題や取り巻く状況など
について話を聞く。
・高齢者の疑似体験を行い、高齢者に対する理解を深める。

３時間
総合的な
学習の時間

第３次

高齢者とともに生きていくために、自分たちにできることを考えよう

・調べ学習や体験を通して学んだことをまとめ、交流する。
・自分たちにできることを考える。

１時間
総合的な
学習の時間

高齢者の生活の様子を振り返り、話し合いを通して、高齢者が抱え
る課題について考える。

専門家の話や高齢者の疑似体験を通して、高齢者への理解を深める。

高齢者とともに生きていくために自分たちにできることは何かにつ
いて考える。
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●第１次の学習活動
【ねらい】
話し合いや調べ学習を通して、高齢者が抱える課題についての理解を深める。

【育てたい資質・能力】
・知識的側面（高齢者の人権課題についての知識・理解）

●展開（２時間）

学習活動 ◦指導上の留意点　☆人権教育上の配慮
◎人権教育に視点をあてた評価の規準

❶　家庭や地域での高齢者の生活の様子につい
て話し合う。

　◦知識が豊富　◦優れた技を持っている
　◦足腰が弱い　◦視力が衰えている
　◦体力が落ちている　◦けがをしやすい
　◦耳が聞こえづらくなる
　◦悪質な詐欺電話がかかってくる など

❷　単元の課題を知り、学習の見通しをもつ。

❸　❶で出た高齢者の生活の様子から、高齢者
が持っている知恵や技、抱える課題などに
ついて、グループごとに詳しく調べる。

◦生徒一人一人が自分事として考えられるよう
に、できるだけ多くの生徒に発言させる。

☆高齢者の様子について、詳細な情報について
は聞かないようにするなど、個人情報の取扱
いに注意する。

☆マイナス面だけでなく、プラス面に目を向け、
意見を出させるようにする。

◦必要に応じて資料を配付する。

〈問題点・課題解決への諸施策〉
◦各市町村　高齢者福祉についての資料
◦和歌山県
　福祉保健部福祉保健政策局長寿社会課
　　令和元年度　和歌山県における高齢化の状況
　　和歌山県高齢者等生活意識調査報告書
◦内閣府　令和元年度版　高齢社会白書

◎高齢者の生活の様子について思い出し、交流
する中で、高齢者が抱える課題について考え
たり、調べたりしている。【知識】

高齢者とともに生きていくために自分たちにできることを考えよう
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●第２次の学習活動
【ねらい】
専門家の説明を聞いたり、高齢者の疑似体験をしたりして、高齢者への理解を深める。

【育てたい資質・能力】
・知識的側面（高齢者の人権課題についての知識・理解）
・技能的側面（想像力、他者の思いを感知する感覚）

●展開（２時間）

学習活動 ◦指導上の留意点　☆人権教育上の配慮
◎人権教育に視点をあてた評価の規準

❶　�社会福祉協議会の方から、高齢者の現状、
高齢者福祉への取組などについての話を聞
く。

　（現状についての例）
　　◦認知症について（症状、対応の仕方）
　　◦振り込め詐欺や消費トラブル
　　◦�高齢運転者による交通事故や高齢者が巻

き込まれる交通事故
　　◦高齢者の自殺　◦高齢者虐待 など
　（取組についての例）
　　◦介護保険サービス　◦安否確認事業
　　◦生活管理指導員派遣事業 など

❷　高齢者の疑似体験をする。

❸　話を聞いて知ったこと、疑似体験を通して
感じたことをまとめ、交流する。

◦けがをしないように、場の設定や装具などの
扱い方について配慮する。

◦互いの考えを認め、共感できる場となるよう
支援する。

◎高齢者の抱える様々な課題について理解を深
めている。【知識】

◎体験を通し、高齢者の思いに気づいている。
【技能】
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●第３次の学習活動
【ねらい】
高齢者が生活していく上での様々な問題について理解を深め、これまでの学習をもとに、高
齢者とともに生きていくために自分たちにできることを考える。

【育てたい資質・能力】
・価値的・態度的側面（社会の一員としての自覚をもち、主体的に関与しようとする意欲や態度）

●展開（１時間）

学習活動 ◦指導上の留意点　☆人権教育上の配慮
◎人権教育に視点をあてた評価の規準

❶　調べ学習や体験学習をもとに、高齢者が生
活する上での問題点や課題解決に向けての
取組を個人でまとめる。

❷　グループ内で共有し、発表する。

❸　地域社会の一員として、自分たちにできる
ことを考える。

❹　グループで共有しまとめ、発表する。

◦地域の現状について必要な説明を加える。

◦今の自分たち、将来の自分たちに具体的にで
きることを考えさせる。

◎自分たちにできることや取り組んでいきたい
ことを考え、発表しようとしている。【価値態
度】

※�課題解決に向けてグループでまとめ、発表した内容から、新たに見いだした課題の解決や生徒
が取り組んでいきたいことの実現に向けての探究的な学習を、総合的な学習の時間で実施する
ことも可能である。
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新宮市立光洋中学校

学校名 新宮市立光洋中学校

単元名 これからの人権保障 対象学年 第３学年

●単元目標
１　�人権をめぐる近年の動向について関心を高めるとともに、現代社会における人権課題に

ついて、社会の形成者としての立場から関心をもち、自ら人権を守り育て、民主的な社
会を創り上げようとする態度を養う。

２　�人権課題について、自分の考えをわかりやすく表現するとともに、意見交換を通して考
えを深める。

３　�社会の変化に伴ってどのような人権課題が生じてきたか、資料を読み取り短文にまとめ
る。

４　�社会の変化に伴って人権の考え方が変化し、新しい人権が主張されるようになってきた
ことについて、具体的な事例を通して理解し、その知識を身につける。

●人権教育のねらい
社会と人権との関わりや人権保障の現状について、具体的な事例をもとに考えることを通
して、人権を尊重し偏見や差別意識を解消しようとする意欲や態度を養う。

●単元の流れ
次目標及び学習内容 時間数 教科等

第１次

新しい人権

・社会の変化に伴って生まれた新しい人権について考える。
・情報化が進む中で、自分たちが気をつけなければならないことを
考える。

２時間 社会

第２次

グローバル化と人権

・グローバル化の進展により、世界規模でどのような人権問題が起
きているか考える。
・国際的な人権保障を実現するための取組を考え、話し合う。

１時間 社会

第３次

ちがいのちがいについて考える

・「あっていいちがい」と「あってはいけないちがい」について話し
合う。

１時間 社会

身近な事例を通して、社会の変化に伴って新たな人権課題が生じて
きたことに気づく。

グローバル化の進展に伴う人権の考え方の変化に気づく。

「あっていいちがい」と「あってはいけないちがい」について考え
ることを通して、多文化共生、多様性を受容する心情を育てる。
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新宮市立光洋中学校

●第１次の学習活動
【ねらい】
身近な事例を通して、社会の変化に伴って新たな人権課題が生じてきたことに気づく。

【育てたい資質・能力】
・知識的側面（新しく生まれた人権に関する知識）
・価値的・態度的側面（新しい人権を尊重するために自分自身の行為を意識する態度）

●展開（１時間）

学習活動 ◦指導上の留意点　☆人権教育上の配慮
◎人権教育に視点をあてた評価の規準

【１時間目】
❶　新しい人権について確認する。
　◦環境権　◦自己決定権
　◦知る権利　◦プライバシーの権利 など

❷　自己決定権を保証するために、尊厳死を認
める法律を定めることについてグループで
話し合う。

❸　新しい人権が生まれた理由をまとめる。

【２時間目】
❶　情報化により生まれた新しい人権を確認す
る。

　◦知る権利　◦プライバシーの権利 など

❷　プライバシーの権利と表現の自由の関係に
ついて、グループで話し合い、全体で発表
する。

　◦伝えてもよい情報と伝えないほうがいい情
報のちがい

　◦プライバシーの権利よりも表現の自由が優
先される事例

❸　情報化が進む中、自分たちが気をつけなけ
ればならないことを考える。

◦知る権利、プライバシーの権利については、
次時に詳しく学習する。

◦資料を提示し、自分たちの生活と関係が深い
ことに気づかせる。

◦賛成か反対かの立場を明らかにしながら、ク
ラスの実態に応じて、ディベート形式などで
話し合わせる。

☆身近に延命治療を受けている人のいる生徒に
十分配慮する。

◎新しい人権が生まれた理由を理解している。
【知識】

◦インターネットの普及が大きく影響している
ことに気づかせる。

◦既習内容である「表現の自由」と照らし合わ
せて、プライバシーの権利について考えさせ
る。

◦情報の発信方法（本、インターネットなど）、
情報の内容（顔写真、住所、血液型など）、情
報の対象（有名人、友達など）などの項目を
もとに話し合わせる。

◦既習内容である「情報モラル」が大切である
ことに気づかせる。

◎新しい人権を尊重するために自分だけでなく
他者のことを考えることができている。【価値
態度】
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新宮市立光洋中学校

●第２次の学習活動
【ねらい】
グローバル化の進展に伴う人権の考え方の変化に気づく。

【育てたい資質・能力】
・知識的側面（国際的な人権保障の現状についての理解）

●展開（１時間）

学習活動 ◦指導上の留意点　☆人権教育上の配慮
◎人権教育に視点をあてた評価の規準

❶　教科書のマララさんの演説の内容を読んで
から、国際的な人権保障と関係する条約な
どを確認する。

❷　グローバル化の進展により、世界規模でど
のような人権に関する問題が起きているか
を考え、発表する。

❸　国際的な人権保障を実現するための取組を
調べ、まとめる。

❹　まとめたことを全体で発表し共有する。

❺　本時の学習を振り返る。

◦起きている問題の内容についても考えさせる。
（女性差別、エイズへの取組、紛争やテロリズ
ムなど）

◦それぞれの人権課題の解決に向けた取組につ
いて、資料を読み取り、短文でまとめさせる。

◎人権保障の実現のため、国際的に採択・批准
された条約や活動している組織について理解
している。【知識】
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新宮市立光洋中学校

●第３次の学習活動
【ねらい】
「あっていいちがい」と「あってはいけないちがい」について考えることを通して、多文化共
生、多様性を受容する心情を育てる。

【育てたい資質・能力】
・技能的側面（互いの違いを認め、受容できるための諸技能）

●展開（１時間）

学習活動 ◦指導上の留意点　☆人権教育上の配慮
◎人権教育に視点をあてた評価の規準

❶　動画を見て、どのような人権が侵害されて
いるのかを考える。

❷　本時の学習内容、めあてを確認する。

❸　６つの事例について、あっていいちがいと
あってはいけないちがいに分ける。（個人・
ワークシート①）

❹　あっていいちがい、あってはいけないちが
いとなる理由について話し合う。（グループ
活動）

❺　各グループそれぞれのランキングとそのよ
うに順位づけた理由を発表する。（一斉）

❻　各グループの意見をもとに、学びを深める
ために話し合いをする。（グループ活動）

❼　本時の振り返りとして、授業の感想を書く。

◦家庭の事情で学校に通えない子どもの動画を
見せる。

◦話し合った理由をもとに、あっていいちがい、
あってはいけないちがいをランキング形式で
順位付けをさせる。（ワークシート②）

◦支援が必要なグループには、声かけを行う。
☆グループ全体を見回り、書きにくい生徒がい
たら支援する。

◦あっていいちがいとあってはいけないちがい
を、人権と結びつけて考えさせる。

◎それぞれの考えの違いを受け入れ、認めるこ
とができている。【技能】
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新宮市立光洋中学校

ワークシート①

ちがいのちがいについて考えよう  

３年 （  ）番 氏名（               ） 
 

（１）次の①～⑥をみて、あってよいちがいには○、あってはいけないちがいには×、どち
らともいえないちがいには△をつけよう。また、理由を書くことができる人は、書きま
しょう。 

 
①１５歳になった時点で、日本では中学校に通って勉強しているが、家の手伝いや仕事をし
ている国もある。 

                             （    ） 
 
理由（                                    ） 
 
②免許の必要な職業もあれば、必要がない職業もある。 
                                  （    ） 
 
理由（                                    ） 
 
③日本では、食事の時にはしを使うが、インドでは手で食事をする。  
                                  （    ） 
 
理由（                                    ） 
 
④日本では、入れ墨（タトゥー）をしている人が入れない温泉がある。 
                                  （    ） 
 
理由（                                    ） 
 
⑤妹は食事の後片付けをさせられるが、兄は何も言われない。 
                                  （    ） 
 
理由（                                    ） 
 
 
⑥中学校の授業料は無償だが、大学の授業料は有償である。       

（
    

）
 

 

理由（                                    ）
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新宮市立光洋中学校

ワークシート②ワークシート② 
 

「ちがいのちがい」ランキングシート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あってはいけない 
ちがい 

あってもいい 
ちがい 
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和歌山県立有田中央高等学校高等学校3
学校名 和歌山県立有田中央高等学校

単元名 住生活をつくる 対象学年 第２学年

●単元目標
住環境における地域社会との繋がりの重要性を理解し、多文化共生社会における平等な住
生活とはなにかを考える。

●人権教育のねらい
住まいを保障することは基本的人権の一つであるとし、国内外を問わず、すべての人が安
全・安心して暮らせる社会を築いていこうとする態度を養う。

●単元の流れ
次目標及び学習内容 時間数 教科等

第１次

支え合う暮らしと社会福祉

・子供、大人、高齢者、男性、女性、障害者すべての人が、社会に
暮らす一人として、支え合う必要があることを理解し、すべての人
が暮らしやすいようにするためにはどうしたらよいのかを考える。

１時間 家庭科

第２次

人と住まいとのかかわり

・これからの住まいについて、世界的な観点から住宅政策の基本的
な課題について考える。

１時間 家庭科

第３次

住まいと共生

・「住まいは人権」という立場、なぜ問題が起こっているのかを考
え、今後の解決策があるかを考え、発表する。

１時間 家庭科

高齢者や外国人、男女も含め、すべての人が暮らしやすいような社
会を築いていくために、バリアフリーやユニバーサルデザインの考
え方を理解する。

これからの住まいについて、世界的な観点から住宅政策の基本的な
課題について考える。

国籍が異なることに対する偏見や差別意識の事例をもとに、すべて
の人が安全・安心して暮らせる社会を築いていこうとする態度を養う。
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和歌山県立有田中央高等学校

●第１次の学習活動
【ねらい】
高齢者や外国人、男女も含め、すべての人が暮らしやすいような社会を築いていくために、
バリアフリーやユニバーサルデザインの考え方を理解する。

【育てたい資質・能力】
・知識的側面（人権に関する歴史や現状、人権関連の主要な条約や法令等に関する知識）
・価値的・態度的側面（誰もが暮らしやすい社会の実現に向かって行動しようとする意欲や態度）

●展開（１時間）

学習活動 ◦指導上の留意点　☆人権教育上の配慮
◎人権教育に視点をあてた評価の規準

❶　ノーマライゼーションの意味について理解
する。

❷　国際高齢者年、国際障害者年について理解
する。

❸　社会で支え合い、誰もが暮らしやすい社会
をつくっていくためには、どのような工夫
が必要かを考える。

❹　本時の振り返りを行う。

◦ノーマライゼーションの意味（誰もが当たり
前に生活できる社会こそがノーマルであると
いう考え方）を理解させる。

◦高齢者や障害者の人権に関する歴史や現状を
学習し、一人一人が社会的に支え合っていく
必要があることを理解させる。

☆高齢者や障害者だけではなく、子供の人権や
男女共同参画社会についても扱う。

◎人権に関する歴史や現状、人権関連の主要な
条約や法令等について理解している。【知識】

◦具体的な写真を見せながら、バリアフリーや
ユニバーサルデザインについて考えさせる。

　（例）◦段差をなくすスロープ
　　 　◦軽い力で抜けるコンセント
　　 　◦角がたくさんある消しゴム など

◦新たに加わった、外国人向け地図記号の意味
を考えさせ、ユニバーサルデザインという考
え方が浸透していることを理解させる。

　（例）

◎バリアフリーやユニバーサルデザインについ
て考え、誰もが暮らしやすい社会のために必
要な工夫について考えようとしている。【価値
態度】
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和歌山県立有田中央高等学校

●第２次の学習活動
【ねらい】
これからの住まいについて、世界的な観点から住宅政策の基本的な課題について考える。

【育てたい資質・能力】
・知識的側面（人権の発達・人権侵害に関する歴史や現状に関する知識）

●展開（１時間）

学習活動 ◦指導上の留意点　☆人権教育上の配慮
◎人権教育に視点をあてた評価の規準

❶　日本の住まいの機能、および住居形式の変
容について考える。

❷　外国の住まいの機能について考える。

❸　住まいと文化について考える。

❹　文化や歴史の違いと住居の違いの関わりを
ノートにまとめ、発表する。

❺　自分のライフスタイルにあった、理想の住
まい方について考える。

◦合掌づくりや沖縄の住宅など、小・中学校で
学習した日本の住宅を取り上げ、住まいの機
能や住居形式の変容について考えやすくさせ
る。

◦住まいの機能がわかるよう、それぞれの国の
特徴的な住居を、映像などを活用して提示す
る。

　（例）◦トゥルッリ（イタリア）
　 　　◦ヤオトン（中国）
　 　　◦ゲル（モンゴル）
　 　　◦カッパドキア（トルコ） など

◦映像を活用し、世界各地の住居の構造や特徴、
文化の違いについて理解させる。

◦多様な住環境が様々な文化、歴史によって形
づくられ、人権と関わりがあることを理解さ
せる。　

　（例）環境権（日照権） など
◎住環境に関わる人権についての歴史や現状に
ついて理解している。【知識】

◦ライフスタイルにより住まい方が変わる例を
紹介したあと、自分のライフスタイルにあっ
た住まい方をノートに記入させる。
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和歌山県立有田中央高等学校

●第３次の学習活動
【ねらい】
外国人に対する偏見や差別意識の事例をもとに、すべての人が安全・安心して暮らせる社会
を築いていこうとする態度を育てる。

【育てたい資質・能力】
・価値的・態度的側面（人権侵害を受けている人々を支援する意欲や態度）

●展開（１時間）

学習活動 ◦指導上の留意点　☆人権教育上の配慮
◎人権教育に視点をあてた評価の規準

❶　日本に在住する外国人の数につ
いて、クイズ形式で考える。

❷　外国人という理由で家を借りる
ことができない事例を紹介し、
外国人の住宅問題について考え
る。（ワークシート）

【グループ学習①】
　なぜ、人権問題が起こるのかを考
える。
【グループ学習②】
　具体的な解決策を考えてまとめる。

❸　グループで考えたことを全体で
発表し、共有する。

❹　本時の学習の振り返りをする。

◦日本に在住する外国人の数が、年々増えて
きていることを理解させる。
☆挙手によりクイズの解答を行わせることで、
全員授業に参加する機会をもつ。

◦グループに分かれ、役割分担を決めさせる。
◦議論のヒントとして、外国人に対する様々
な人権問題の例を紹介する。
　（例）
 　◦屋内で靴を脱がない習慣によるトラブル
 　◦�外国人が入店後、母国語の使用を禁止す

る掲示物が貼られた店がある
 　◦�外国人というだけで日本で住宅への入居

を拒否される
 　◦�外国で、日本人が住宅への入居を拒否さ

れる など
☆事例については、国名などは伏せて、概要
を説明する。

◦誰に対しても差別することはよくないこと
に気づかせ、偏見で決めつけてはいけない
ということを理解させる。
◦和歌山県の具体的な施策を紹介する。
　和歌山県住生活基本計画（平成27年３月）
◎人権侵害を受けている人々を支援しようと
考えている。【価値態度】

◦気づいたことや理解したことを感想として
書かせる。
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和歌山県立有田中央高等学校

ワークシート
 

  

 

（ ）年（ ）組（ ）番 氏名（ ）

（１）住宅問題やそれに伴って生じている人権問題について、考えてみよう  
  【議論１ なぜ、外国人に対する人権問題が起こるのか】 
 

 

 
 

 

 
 

  【議論２ 具体的な解決策を考えよう】 
 
 

 

 
 

 

 
 

（２）共生可能な住まいについて考えてみよう 
  住まいは（ 基本的人権 ）のひとつ 
 
 【日本の政策】 
  ○日本国憲法第（ ２５ ）条 
   すべての国民は（ 健康で文化的な最低限度の生活 ）を営む権利を有する 
 
  ○住生活基本法 → （  和歌山県住生活基本計画  ） 
   【基本理念】 
 
 
★感想★ 

                                             

                                             
                                             

                                         

 
 住生活をつくる～持続可能な住まい～家庭科  
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和歌山県立きのかわ支援学校特別支援学校4
学校名 和歌山県立きのかわ支援学校

単元名 自分らしくあるために 対象学年 中学部第３学年

●単元目標
卒業を見据えて、自らの成長を確認し、将来への見通しや期待をもつ。

●人権教育のねらい
自他の良さを認め合う中で、自尊感情を高める。

●単元の流れ
次目標及び学習内容 時間数 教科等

第１次

自分や友だちの良さに気づき認め合おう

・自分や友達の良さに気づく。
・自信をもたせ、自分を好きだという気持ちを育み、自尊感情を高
める。

１時間 特別活動

第２次

なりたい自分を考えよう

・自分の育ちを確認する。
・悩みや不安を話し合う。
・高等部（高校）生活への見通しや期待をもつ。

２時間 特別活動

話し合いを通して、自分では気づかなかった自分の良さに気づき、
自尊感情を高める。

自分自身の成長を確かめ、悩みや不安と向き合いながら将来への見
通しや期待をもつ。
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和歌山県立きのかわ支援学校

●第１次の学習活動
【ねらい】
話し合いを通して、自分では気づかなかった自分の良さに気づき、自尊感情を高める。

【育てたい資質・能力】
・価値的・態度的側面（自己についての肯定的態度、自他を尊重しようとする態度）
・技能的側面（コミュニケーション技能）

●展開（１時間）

学習活動 ◦指導上の留意点　☆人権教育上の配慮
◎人権教育に視点をあてた評価の規準

❶　教師が自分の「いいところ」「いやなところ
（気になるところ）」を発表するのを聞く。

❷　自分自身の「いいところ」を考える。

❸　友達の「いいところ」を話し合う。

❹　友達から言われた自分の「いいところ」を
発表する。

❺　学習の振り返りをする。

◦良さだけでなく弱さも含めて「自分」である
ことを伝える。

◦自信を持たせるために、主として良さに目を
向けて考えさせる。

☆「いやなところ（気になるところ）」が出た場
合には、「リフレ－ミング」（資料①）の技法
を用いて「いいところ」に置き換える。

◦ワークシート①への記入の難しい生徒には、
得意なことや好きなことなどに関する写真や
イラストを準備し、貼付できるようにする。

☆発表したくない生徒にはワークシートへの記
入だけでよいこと、書きたくない生徒には空
欄でもよいことを伝える。

◦グループに分かれて話し合う。すべてのグルー
プに教師が１名ずつ入るようにする。

◦意見が出にくい場合は、教師が思う良さを伝
えたり、各自が活躍している写真を使用した
りする。

☆発言の難しい生徒は、得意なことや好きなこ
と等の写真やイラストの中から選択すること
で発言に代えられるようにする。

◎友達の良さに気づき、自分の良さも認めよう
としている。【価値態度】

◦自分自身の良さを発表し、みんなで共有する。
☆発表したくない生徒は、その生徒に了解を得
られる場合、教師や友達が代弁する。

◦周囲に認められることが自信や意欲、あるい
は自分を好きになれることつながることを確
認する。

◎自分の意思を相手にわかるように伝えること
ができている。【技能】
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和歌山県立きのかわ支援学校

●第２次の学習活動
【ねらい】
自分自身の成長を確かめ、悩みや不安と向き合いながら将来への見通しや期待をもつ。

【育てたい資質・能力】
・技能的側面（コミュニケーション技能）

●展開（２時間）

学習活動 ◦指導上の留意点　☆人権教育上の配慮
◎人権教育に視点をあてた評価の規準

❶　成長について確認する。

❷　中学部入学時を思い出して、その時の気持
ちを発表する。

❸　高等部に向けての気持ちを発表する。

❹　高等部入学に向けての「心配や不安」への
対処方法を知る。

❺　学習の振り返りをする。

◦生まれた時から高校生までの一般的な外見上
の成長をイラストで確認し、人の心身の成長
について理解できるようにする。

◦家庭→保育園や幼稚園など→小学校→中学校
→高校と、集団生活の場が変わる中で体とと
もに心も成長していくことを確認する。

◦入学式の写真を提示することで当時の気持ち
を想起できるようにする。

◦入学式、クラス、授業、給食などの具体的な
場面を取り上げ、中学部での新しい生活に向
けて「期待や楽しみだったこと」「心配や不安
だったこと」に分けて考えるようにする。

◦現在に至るまでの間に、気持ちがどう変化し
てきたかも聞き出す。

◎自分の気持ちを相手にわかるように伝えるこ
とができている。【技能】

◦高等部への進学について、「期待や楽しみ」「心
配や不安」に分けて考えさせる。

◦高等部への体験入学の経験や授業の様子がわ
かる写真の提示によって、高等部での生活を
イメージしやすくする。

◦各自、ワークシート②に記入してから発表さ
せる。

◎自分の気持ちを相手にわかるように伝えるこ
とができている。【技能】

◦環境の変化に対する「心配や不安」は当然の
こととして受け止めさせる。

◦中学部入学時など、過去に悩んだときにどの
ようにして解決してきたか、具体的な場面を
挙げながら考えさせる。

◦漠然と悩むだけでは解決されないので、「相談
する」ことの大切さを確認する。

◦相談できる関係性を日頃から築いていくこと
の大切さも確認する。
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和歌山県立きのかわ支援学校

資料①
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和歌山県立きのかわ支援学校

ワークシート①
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和歌山県立きのかわ支援学校

ワークシート②

※それぞれＡ４サイズで使用。
※記入が難しい生徒には、イメージできるような写真やイラストを準備して選んで貼付できるようにする。

「自分らしくあるために」②
じ ぶん

こう とう  ぶ

き   たい

にゅうがく  しき

たんにん

たの

な   まえ

☆「高等部」にむけて

期待 ・ 楽しみ

入学式

担任
とも

友だち

じゅ ぎょう

授業

きゅうしょく

給食

こう とう  ぶ

にゅうがく  しき

たんにん

☆「高等部」にむけて

入学式

担任
とも

友だち

じゅ ぎょう

授業

きゅうしょく

給食

しん ぱい ふ  あん

心配・不安・どうしよう…

名 前
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平成24年度人権教育の推進に関する取組状況の調査について【概要】
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